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平成 27年度上関町繰越明許費繰越計算書 （円）

新しい公民館（総合文化センター内）

賑わう道の駅

議員研修

款 項 事業名 金　額
翌年度
繰越額

左の特定財源

既 収 入
特定財源

未 収 入
特 定 財 源

一般財源

2.総務費
1. 総務管理費

地方公共団体情
報セキュリティ
強 化 対 策 事 業

23,505,000 23,505,000
10,450,000
県 5,250,000
地 5,200,000

13,055,000

3. 戸籍・住民
　基本台帳費

個 人 番 号 カ ー
ド 交 付 事 業

934,000 778,000 国  778,000

計 2 件 24,439,000 24,283,000 11,228,000 13,055,000

議　

案

◆
上
関
町
立
公
民
館
の
設
置
お

よ
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

上
関
町
立
中
央
公
民
館
の
番

地
を
「
８
４
７
番
地
」
か
ら
「
９

０
４
番
地
15
」
に
改
め
る
。

◆
上
関
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定

　

本
町
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者

等
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
基

本
事
項
を
定
め
、
犯
罪
被
害
者

◆
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

５
８
４
４
万
７
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
33
億
１
６
２
２
万

２
千
円
と
す
る
。

◆
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

53
万
３
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
７
億
４
６
８
７
万
９
千
円
と

す
る
。

◆
平
成
27
年
度
上
関
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

２
１
４
万
７
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
７
２
９
２
万
２
千
円
と

す
る
。

　

６
月
定
例
議
会
は
６
月
14
日

か
ら
22
日
ま
で
の
９
日
間
で
開

か
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ら

び
に
条
例
の
制
定
２
件
、
新
た

に
生
じ
た
土
地
の
確
認
お
よ
び

区
域
の
変
更
（
編
入
）
に
つ
い

て
１
件
、
報
告
３
件
、
選
挙
１

件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

専
決
処
分
の
承
認

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

お
よ
び
区
域
の
変
更
（
編
入
）

◆
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　

保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
２
２
２
６
万

２
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６

億
８
３
９
５
万
１
千
円
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
総
額
を

３
６
６
万
７
千
円
と
す
る
。

◆
平
成
27
年
度
上
関
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１

億
６
４
０
１
万
円
と
す
る
。

◆
平
成
27
年
度
上
関
町
用
地
取

得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

３
１
７
０
万
７
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
１
８
２
９
万
３
千

円
と
す
る
。

等
を
支
え
る
地
域
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
。

◆
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
面
積

⑴
第
１
区

　

３
４
５
・
８
８
平
方
メ
ー
ト
ル

⑵
第
２
区

　

９
６
２
・
２
２
平
方
メ
ー
ト
ル

◆
編
入
す
べ
き
字
の
名
称

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
字
新

地◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

◆
上
関
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
お
よ
び
補
充
員
の
任
期
が
満

了
す
る
た
め
、
議
長
指
名
推
選

に
よ
り
全
会
一
致
で
可
決

　

５
月
19
日
、
和
木
町
に
お
い

て
「
人
口
減
少
時
代
を
む
か
え

た
小
規
模
議
会
の
突
破
力
」
を

演
題
と
し
て
、
山
梨
学
院
大
学

法
学
部
教
授
・
大
学
院
研
究
科

長
、
江
藤
俊
昭
氏
を
講
師
に
招

き
研
修
し
ま
し
た
。

◆
平
成
27
年
度
上
関
町
土
地
開

発
公
社
の
決
算
お
よ
び
業
務
等

の
報
告

◆
第
６
期
一
般
財
団
法
人
な
ご

み
の
事
業
計
画
の
報
告

報　

告

選　

挙

山
口
県
町
議
会
実
務
研
修
会

区　分 氏　名
委　員 村田　景昭
〃 石山　泰人
〃 高橋　真理
〃 髙松　滿子

補充員 順位 1 井原　久治
〃 順位 2 大津　洋己
〃 順位 3 山方由美子
〃 順位 4 横道智佳代
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一般一般
質問質問
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祝島の神舞神事（2012 年）

仮神殿づくり

介護予防教室

　

本
町
は
、
古
く
よ
り
海
上
交

通
の
要
衝
と
し
て
歴
史
が
あ

り
、
美
し
い
自
然
や
歴
史
文
化

の
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
等
に
よ
り
、
伝

統
文
化
の
実
施
・
保
存
・
伝
承
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
祝
島
で

は
今
年
８
月
に「
神
舞
」が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
４
年
に
一
度
５

日
間
大
祭
を
実
施
し
て
い
く
の

は
容
易
で
は
な
い
。
町
の
支
援

等
が
必
要
と
な
る
が
如
何
か
。

　答 町がサポートしていく形で

貴重な地域文化の保存・伝承について貴重な地域文化の保存・伝承について

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

　

人
口
減
少
や
後
継
者
不
足
な

ど
、
保
存
・
伝
承
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
事
実
。

　

地
域
の
方
々
の
力
で
保
存
会

を
立
ち
上
げ
、
地
域
密
着
型
の

行
事
と
し
て
実
施
し
、
そ
れ
を

町
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
今

後
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し

て
い
く
。
地
域
の
伝
統
文
化
の

保
存
・
伝
承
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
、
観
光
協

会
や
商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
。

質
問

　答 住み慣れた地域で安心して暮らせる体制づくりを目指したい

健康・福祉に関わる施策について健康・福祉に関わる施策について

　

少
子
・
高
齢
化
が
著
し
く
進

行
す
る
本
町
は
、
今
後
も
高
齢

者
が
増
え
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
が
更
に
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
、

地
域
で
要
援
護
高
齢
者
を
支

え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
は
地
域
と
行
政
が
連

携
し
、
保
健
福
祉
を
担
う
組
織

や
人
材
の
確
保
の
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
な
る
が
、
町
の
現
状

を
問
う
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

町
で
は
、
65
歳
か
ら
75
歳
ま

で
の
元
気
な
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
介
護
予
防
の
た
め
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
26
年

度
よ
り
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
19
名
の
修
了
者

が
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
。
地

域
の
実
情
に
あ
わ
せ
全
地
区
で

の
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い

る
。
今
後
、地
域
の
持
つ
力
を
活

用
し
な
が
ら
人
材
を
育
成
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を
行
な
い
た

い
。

質
問

清
水　

敏
保 
議
員

聞聞聞聞

ののの
こここ
ここここ
ががががががががががががが

ききききききききき
たたたたたたたたたたた
いいいいい

こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

の
こ
こ
が

き
た
い

町町町
政政政
町
政
町
政
町
政
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　■
編
　
集
／
議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
　

■
印
刷
所
／
中
村
印
刷
株
式
会
社

■
発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
西
　
哲
夫

　
〒
742-1402　

山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
503

　
TEL 0820-62-0364　

FAX 0820-62-0783

老朽化した庁舎

委
員
長　

岩
木　

和
美

副
委
員
長　

嶋
尾　

忠
宏

委　

員　

海
下
竜
一
郎

　

〃　
　

山
戸　

貞
夫

　

〃　
　

山
村　

泰
志

委副委
議会広報広聴特別委員会

　

先
の
議
会
で
町
の
防
災
対
策

を
伺
っ
た
が
、
そ
の
後
、
熊
本
・

大
分
を
中
心
に
地
震
が
多
発

し
、
多
大
な
被
害
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

　

当
町
も
南
海
ト
ラ
フ
、
中
央

構
造
線
断
層
帯
、
町
内
近
辺
の

活
断
層
が
あ
り
、
い
ざ
と
い
う

時
が
来
る
可
能
性
は
十
分
考
え

ら
れ
る
。

　

町
の
防
災
体
制
の
拠
点
は
町

役
場
だ
が
、
老
朽
化
に
伴
う
脆

弱
性
の
た
め
、
早
期
建
て
替
え

が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
状
の
庁
舎
建
設
計
画
は
い

か
な
る
段
階
に
あ
る
の
か
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　

熊
本
地
震
を
ふ
ま
え
、
大
規

模
災
害
が
起
き
な
い
こ
と
を
願

う
。
と
り
わ
け
南
海
ト
ラ
フ
は

大
被
害
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る

が
、
自
然
災
害
の
発
生
は
人
の

力
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
い
か
に
被
害
を
少
な
く
す

る
か
が
大
事
。
町
内
の
防
災
拠

点
は
上
関
町
役
場
で
あ
り
、
本

庁
舎
は
築
60
年
が
経
過
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
大
地
震
発

生
の
場
合
、
災
害
対
応
の
拠
点

と
し
て
は
正
直
疑
問
を
感
じ
て

い
る
。
新
庁
舎
は
基
金
積
立
、検

討
委
員
会
立
ち
上
げ
と
取
り
組

ん
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
発
生

に
伴
い
財
源
確
保
の
見
通
し
が

不
透
明
で
、
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
は
、
思
案
し
て
い
る
。

　答 庁舎建てかえ　重要な課題だが…

再度、町の防災対策を問う再度、町の防災対策を問う

質
問

山
戸　

貞
夫 

議
員

　

早
い
も
の
で
今
年
も
半
年

が
過
ぎ
、
下
半
期
に
突
入
し
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
の
経
済
は

「
前
向
き
志
向
」
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
上
関
町
も
６
月
に

朝
鮮
通
信
使
上
関
到
来
祭
り

が
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、

７
月
の
水
軍
祭
り
、
秋
に
は
愛

ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
と
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
努

め
ま
ち
の
活
性
化
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
受
け
身
の
発

想
か
ら
前
向
き
志
向
へ
！
私

達
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

何
よ
り
も
自
身
の
健
康
管
理

に
気
を
付
け
、
元
気
に
過
ご
す

事
が
大
事
で
す
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
。

編

集

後

記

議会議員一同
暑中お見舞い申しあげます暑中お見舞い申しあげます

※道路幅が狭いので、
車に注意してください！

※道路幅が狭いので、
車に注意してください！

※下り坂急カーブ
があります！

※踏切を
渡ります！

※下り坂急カーブ
があります！

※往復とも、歩道を
走行してください！

白壁の町並み

ビジコム柳井スタジアム●

●湯原海水浴場

池の浦
道路公園

上関大橋
上盛山展望台▲

●

城山歴史公園

旧上関番所

●
●

上関海峡温泉
鳩子の湯

四階楼

▲皇座山
　展望台

▲大星山
　展望台

般若寺●

室
津
半
島
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

秋森道路公園
●

白鳥古墳●

丸山海浜パーク●

神花山
古墳

阿多田交流館
南周防
大橋

田布施川の桜並木
ひらお
特産品センター

平生町歴史
民俗資料館

やまぐち
フラワーランド

アデリー

●

●
●果子乃季本社
  総本店

●
日積観光
ぶどう園

●ふれあいどころ４３７

大畠観光
センター

●

大島大橋

大畠瀬戸

飯の山展望台

グリーンステイながうら

ビー玉海岸

●久賀八幡
生涯学習
のむら

嵩山
展望台▲

●

道の駅
サザンセトとうわ

星野哲郎
記念館

逗子ヶ浜海水浴場･
青少年旅行村

オレン
ジロード

●なぎさ水族館･陸奥記念館
●陸奥野営場･陸奥海水浴場

白木山展望台

片添ヶ浜海水浴場
片添ヶ浜温泉
遊湯ランド

沖家室大橋

竜崎温泉潮風の湯

●

庄南ビーチ  ●

●日見大仏

●日本ハワイ移民資料館

●

大畠ふれあいビーチ

月性展示館･清狂草堂

柳井港

▲琴石山
茶臼山
古墳
●

●克己堂
　（阿月）

巌門●

田布施町
郷土館

田布施駅

柳井港駅

大畠駅

神代駅

至岩国･広島

Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
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沖家室島

※スタート直後の
交差点は警察官の
交通整理に従っ
てください！

柳井駅

平生町

上関町

柳井市

田布施町

周防大島町

A エイドステーション
むくのパーク

B エイドステーション
なぎさパーク

C エイドステーション
橘ウインドパーク

D エイドステーション
伊保庄マリンパーク

●

スタート&フィニッシュ
柳井ウェルネスパーク

（54.3km）

（78.3km）

（24.0km）
タイムオーバー【08:45】

（110.0km）
タイムオーバー【14:40】

エイドステーション
道の駅上関海峡周辺
（128.4km）
タイムオーバー【16:00】

タイムオーバー【10:45】

タイムオーバー【12:25】

E

ゴール【17:50】

開催場所：柳井市～周防大島町、上関町、田布施町、平生町
コース：152kmカテゴリーＡ（脚力に自信のある方、8時間程度で完走できる方）
　　　　152kmカテゴリーＢ（ゆっくり楽しみたい方）
参加資格：中学生以上、大会規則・交通規制・マナーを遵守できる者、誓約書の内容を了承した者
エントリー締切：定員になり次第、受付終了
参加費：9,000円　定員：1100名
問い合わせ先：サザンセト・ロングライド in やまぐち事務局
電話　0259-74-3515（平日9：00～ 18：00）

10.2[SUN]
開　催


